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ショックをなるべく受けたくないと思っていました。時間をかけて日本の文化 ・ 歴史 ・人について情報 集め、また日本を訪れたことのある人に話を聞いてきました。さらに言えば、中国と日本の習慣には多くの共通点があります。 ですので、 私はカルチャーショックを受けることなどないだろうと確信していました。しかし、思い返してみれば、これまで六カ月間の日本の滞在は自分の行動やライフスタイルに多くの変化があった とに驚いています。以下にいくつか例を紹介 た と思います。●
  家や一部のレストランに入る際、靴を脱いで靴下だけで歩き回ることに慣れたこと。これは悪いことではなく、私にとってはとても新しい体験でした。私はこの習慣をぜひ中国の我が家 も定着させたいと考えています。なぜなら、こうすれば室内を今より清潔に保つことができるからです。
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  ジェスチャーが多 なったこ 私は日本語が話せないので、お店の つこい販売員に対して多用しま 。おかげで、何事にも我慢強くなりまし 。
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しょう。このようにライフスタイルの変化はたくさんありましたが、必ずしも「カルチャーショック」には入らないかもしれません。たとえ、それらがカルチャーショックに属すると ても、私はこれらのカルチャーショックをとても楽しんでいます。なぜなら、新たな出会い、周辺 探索、新しい食べ物に挑戦する、 ったこと 、違和感やとまどいというよりも私をワクワクさせるものだからで 日本を発つ日まで、この「カルチ 」を楽しめたらいいなあと思っています。
（前海外客員研究員／訳＝磯野生茂）
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